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1. はじめに 
 劣化した構造物への対策としての補修・補強にお

いて，供用中の制約条件下での効果的な工法が強く

求められている．このような中，炭素繊維強化プラ

スチック（以下，CFRP）を用いる方法が注目を浴び

ている．  

本研究では，CFRP を用いた鋼部材の補修・補強

工法の実用化を目指して，フランジ幅の異なる

CFRP補強鋼材を用いた等曲げ試験を行い，CFRPの

剥離特性解明を実験的に調査，検討した．また，従

来型の炭素繊維シートとは異なる高弾性型ストラン

ドシートを用いた曲げ試験を行い，新型 CFRP の性

能，特性を調査する． 
2. フランジ幅の異なる I形鋼を用いた曲げ試験 

2.1 実験概要 

上下フランジに炭素繊維シートを接着補強した I
形鋼に荷重を載荷して，荷重－ひずみ関係を測定す

るとともに，炭素繊維シートの剥離状況を目視・打

音検査により観察する．支間長 4200mm，載荷点距
離 1000mm で 2 点載荷し，等曲げ試験を行った．
試験に使用した桁の CFRP 接着状況を図-1 に示す．

図-1 は 3層時の接着状況だが，5 層接着時はこの 3

層の下に 25mmずつ増やして 2層接着する． CFRP

の接着は端部各層 25mm ずらしで応力緩和を行い，

また引張側の CFRP 長 300mm，600mm には離型フ

ィルムを入れ，接着長 100mmを保っている．  

2.2 試験結果及び考察 

 図-2に荷重‐ひずみ関係を示す．最外面シート長

100mm の補強断面ではひずみが理論値に達しない

計測位置が多数あった．これはシート長が不足して

いるために，応力の伝達が不十分なために発生した

と考えられる．最外面シート長が 300mm の補強断

面では，実測値は補強鋼材の理論値と一致するが，

鋼材ひずみが 1000μを超えたあたりから，無補強鋼

材の理論値へと移行していく．しかし，この時 CFRP

には剥離と考えられるひずみ挙動などは検知できな

かった．最外面シート長 600mm の補強断面でも，

同様の現象が見られたが，こちらも剥離の発生はご

く局所的なもののみに留まった． 
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図-1 CFRP 接着状態 
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(a) フランジ幅 300mm‐貼付タイプ B 
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(b) フランジ幅 300mm‐貼付タイプ C 
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(c) フランジ幅 400mm‐貼付タイプ B 
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(d) フランジ幅 400mm‐貼付タイプ C 
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図-2 荷重‐ひずみ関係 



 
 
 

 
 

3. ストランドシートを用いた曲げ試験 

3.1 実験概要 
 I 形鋼に高弾性型ストランドシートを接着して，
曲げ試験を行った．荷重‐ひずみ関係を測定して，

補強効果の確認と剥離の有無を調査する．また従来

型の炭素繊維シートも供試体に接着し，性能の比較

も行う．図-3に試験体を，表-2に供試体パラメータ

を示す．使用鋼材はH390×300である． 
3.2 実験結果及び考察 
 図-4に荷重‐ひずみ関係を示す．図-4の値は補強

断面中央，フランジ中央から 75mmの位置，フラン
ジ裏面の鋼材ひずみである．図-4(a)は SS300-A，
(b)は SS300-Bのものである．図にはそれぞれフラ
ンジ裏面の鋼材ひずみ計算値がプロットされている．

降伏荷重まで実測値は計算ひずみと一致している．

このことから，十分な補強効果が確認できた． 
 一部で局所ひずみが発生している箇所があったが，

目視，打音検査では検知できなかった． 
4. まとめ 
以下に本研究で得られた結果を要約する． 

①シート長による影響 
最外面シート長 100mm の補強断面では十分な応

力伝達が行われないため，CFRPひずみ，鋼材ひず
みともに，理論値を下回る計測点が多々あった．一

方，最外面シート長 300mm，600mmの補強断面で
は補強鋼材のひずみ理論値と実験値はほぼ一致した．

これらのことから，極端に，補修部分が小さな場合

でも，片側 100mm 以上の有効接着長を取る必要が
あると言える． 
②シート幅が剥離に与える影響 
全ケースにおいて，局所剥離の発生のみで，明確

な剥離の現象は確認されなかったため，傾向を把握

するに留まった． 
③ストランドシートの効果 
従来型のシートと比較して，同等の補強効果が得

られた．実測値は計算値に一致しており，十分な補

強効果が確認できた． 

図-3 CFRP 接着状態 

 

表-2 貼付パラメータ 

case 
貼付タ

イプ 
使用シート(目付量 g/m2) 

層

数 
a CFシート(600) 5 
b ストランドシート(600+900) 2 

SS300
-A 

c ストランドシート(900) 1 
d ストランドシート(900) 5 
e ストランドシート(900) 5 

SS300
-B 

f ストランドシート(900) 2 
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(a) SS300-A 試験体 
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(b)SS300-B 試験体 

図-4 荷重‐ひずみ関係 
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